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掛めり左同対仕三芳止そうで来出
つけまけて読右志市事とえ相のま‘るれ
てでたてや明にの民をがを手原〆仕。ば
も色金貰つし十聞にす多理が閃、事そ
、々般いて合分で限るい j界十を行をれ能
そ主的た行いなもらI'Lし分考かやか君事
れ考にいく理運上歩当そてにえたつらも
がえ本。よ角平時、、つ一れい自ていて、上
市て fr う々を下職てでな分 鬼時見 何つ
民おだ 心深と、 員は 、いのるはてんて

す ~J 職をすい心従い以
o笠務新がる構来る上いけ員運端は在ー
ハすにに、さえか乙けまねが営行上け人
容る n~ し年忠でらと干すば、 K 政られ一
民共働℃頑う仕諸で索 。な 日、機たば入
品第さ今吃の事君あ私 ら頃す槽い行医
用でれ後際で K もりが な十ぺのの政行
zあるーしあ当、ま考 い分て完で './.)含
主りよそ明りっそしえ 主心の金、効渡
G まうう悟まて 0 てて 思掛職た 末鳴ら

時一切
成
人
者
の
皆
さ
ん
へ

i
‘
 

刊
一
洩
れ
な
く
出
席
下
さ
い

別
に
御
案
内
は
致
し
ま

一

同
舘

せ
ん
が
、
調
査
流
れ

の
方

A
成
人
式
:
午
前
十
時
か

も
あ
る
三
思
い
ま
す
の
で
ら
午
前
十
時
三
十
分
ま

該
当
者
は
案
内
が
な
く
て
で

も
出
席
し
て
下

3
い
。
ム
記
念
行
事
:
午
前
十
時

な
お
、
今
年
の
成
人
該

コ一
十
分
か
ら
正
午
ま
で

当
者
は
昭
和
十
年
一
月
十
①
講
演
会
長
崎
大
学
学

六
日
か
ら
十
一
年
一
月
十
護
学
品
長
池
田
晋
吾
氏

五
日
ま
で
に
生
れ
た
市
内
②
音
無
演
奏
会
長
崎
県

在
住
者
で
す
。

一

警
察
本
部
一音
楽
段

A
期
日
・
:
昭
和
三
十
一
日
平
③
記
念
樹
授
輿

一
月
十
五
日
午
前
十
時

一
〈
教
育
委
員
会
社
会
教
育

A
場
所
・
:
大
村
市
中
央
公
課
J

て一ま一日…剖ん
償
却
資
産
ハ
土
地

月
一
及
び
家
屋
以
外
の
事

1~業
の
用
に
供
す
る
資

産
d

の
所
有
者
は
地
方
税

法
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年

一
月
一
日
現
在
。
償
却
資

産
に
つ
い
て
、
一
月
一一
一千

一
日
ま
で
に
市
長
K
申
告

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
該
当
者
は
決
れ
な

く
申
告
し
て
下

3
い。

ム
申
告
ま
要
す
る
資
産

①
構
築
物
①
機
械
及
び

按
直
也
附
舶
④
車
制
及

び
運
搬
具
ハ
自
動
車
税

及
び
車
税
の
対
象

K
在

償
却
資
産

ω
申
告

併
せ
℃
時
債
五
万
同
以
上

っ
て
い
る
も
の
を
除
く

J

⑤
工
具
、
器
具
、
及

び
備
品

右
の
資
産
で
一
月
一
目

現
在
、
一
個
若
し
く
は

一
組
が
、
時
慣
千
回
以

上
D
も
の
を
、
併
せ
て

時
慣
立
万
間
以
上
所
有

し
て
い
る
も
の
。

A
申
告
書
は
税
務
課
、
ま

た
は
川
張
所
忙
串
備
し

て
お
り
ま
す
@

ム
巾
告
に
つ
い
て
不
明
。

点
は
、
税
務
課
ま
た
は

出
張
所
に
、
お
尋
ね

F

ぎ
い
。
円
税
務
課
》

今
期
松
喰
虫
の
駆
除

皮
ご
枝
は
焼
き
拾
て
る
ζ

と

却そ技れ森ひい根主を所し窓会虫す害守会 J百五命τを自22長1月10日---31日
すの保等林 J るハり伐有て林除科る虫〈林 ま十間 よ内採、林季限
る所、が掃を池害、倒者い膚の吃害②い病 で日; うK 跡被大松和
こ在ま附審は下虫そしはる害方嵐虫ぞ虫害 〈か昭 お絹地街区 H食 コ
と地た着虫〈ののの枝、松虫法す③う科虫 二ら和 知除の 立;か虫 一
。附はし等皮部附幹保当の等 るか虫にの 十両三 らを所木ら掘十
近樹て A し分着比を該樹 D 害み科属種 二月十 ぜ 実有 lえあ除年
で皮いびてをしび切樹本附 虫きにす頬 日三 一 し施者びつ命度
燐をるそ、合て伐り木J.)着 り属る IIJJ十年 まさは松?と令冬

給 年鋲も ③ 
盆給 O興る年令 52う るをて及皮等し森近樹虫はあはハきそ伐以昭
とハo '-../ 1 1il且|ハヱモいびしのて林で皮等くる附害れの採後手JI
E二閥ハ 中三ムル|経主のるそて所い病焼を比皮部着虫?と伐捌:伐 三
月回、手 掌十月 .!...I済。場技れ森有る害却そびし分すが幹採地採十
に V 毎取 卒年 17募|課 所傑等林者松虫すの枝、をる附、跡のき年
支及竿) 業三日在|林 で又が病ば〉等る所傑森含お着及地所れ十
給び定三 者月ま対~I 務 焼は附害 、伐が乙在ま林むそしぴt'C有花月
富期、 に〈て 係 却樹着虫は採附と地た J河 J れま根故者松一
興昇二 眼目下 ) す皮し等〈木着。附は 筈 をのた株来はの日

ら提閥ー受験び l自 生襲す定し二めぬたし日約問

f ?雪T繁草書空 3古美 。額二五三書 q232 喜 1月_~J_ßは
まれ県月望行改十自己反! と月にな の そ、と、産
する農 二三 者さ良竿只百| な さ傍 いた D おな十税
。よ業十はれ普度の界 | っ十促方め他忘つ二第
う改一昭ま及。きP 辛子| てー欣は、ぞれ℃月間
、良日和す員提Il~\( 11. ぉ日を、まむ K お 二 期
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昭
和
三
十
年
度
第
二
共

母
子
繭
祉
資
金
の
貸
付
を

行
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

A
目
的

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
あ

っ

τ、
現
に
児
童
を
挟
饗

し
て
い
る
者
に
対
し
資
金

の
貸
付
を
行
、
フ
ヱ
と
等
陀

よ
り
、
そ
の
経
済
的
自
立

の
助
成
と
生
活
意
欲
の
助

長
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
を

の
扶
養
し
て
い
る
児
童
の

開
祉
を
増
進
す
る
と
共
に

父
母
の
な
い
児
童

に
対
し

資
金
の
貸
付
を
行
う
こ
と

に
よ
り
そ
の
狽
立
自
活
の

促
進
を
図
る
。

A
貸
付
封
象
者

現
K
二
十
才
未
満
の
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者

の
な
い
女
子
、
及
び
こ
れ

に
準
予
る
左
に
掲
け
る
女

子
ハ
哩
偶
者
の
な
い
女
子

及
び
乙
れ
に
準
が
る
女
子

①
配
偶
者
戸
婚
姻
の
崩

で山投
母
子
一
踊
祉
賃
金
の
貸
付

i
'
 
開
生
業
・
事
業
・
修
業
賞
金
な
・
ミ

出
を
し
な
い
が
事
実
上

婚
姻
関
係
三
同
様
の
事

情
に
あ
る
者
を
含
む
、

以
下
同
じ

)
k
死
別
し

た
女
子
で
あ
っ
て
現
に

婚
姻
ハ
婚
姻
の
周
出
を

し
イ
い
在
い
が
事
実
上

事
務
の
合
理
化

求
端
行
政
の
徹
底

御
用
始
式
に
・
お
り
る
市
長
訓
示

昭
和
三
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
、
市
役
所
で
は
四
日
午
前
九
時
か
ら
市
議
場

に
於
て
御
用
始
式
を
挙
行
、
金
庁
員
を
前
医
大
村
市
長
か
ら
共
の
よ
う
な
訓

示
が
行
わ
れ
、
三
れ
に
対
し
職
員
を
代
表
し
て
路
江
助
役
よ
り
グ
御
訓
示

ω

趣
旨
を
休
し
金
職
員
一
丸
と
た
っ
て
各
々
験
務
に
精
糊
し
、
市
政
の
発
援
を

期
し
ま
す
'
と
の
答
辞
を
行
っ
て
閉
式
、
引
綾
き
一
般
執
務
に
入
っ
た
u

門
市
長
訓
示
要
旨
】
一
り
敢
え
が
の
方
針
と
し
一
の
え
る
と
い
う
こ
と
で

9

一

年

の

計

は

元

旦

陀

あ

一

て

は

、

一

あ

り

ま

す

。

り
伊
三
一
式
い
ま
す
の
で
、
一
懸
案
の
赤
字
解
消
計
画
を
一
ま
た
市
役
所
の
色
々
の

我
々
は
年
の
始
め
に
あ
た
一
強
力
K
進
行
す
る
と
共
に
一
仕
事
一
い
当
る
職
員
の
心

っ
て
今
年
の
仕
事
に
対
す
一
市
民
生
活
の
安
定
主
繭
利

一

構

え
と
し
て
は
、
一
日

る
費
悟
を
新
医
し
た
い
と
一
の
増
進
を
期
す
る
主
い
う

一

に
言
え
ば
事
務
の
合
理

思

い

ま

す

。

一

三

と

で

あ

り

ま

す

・

一

化
と
い
‘
フ
こ
さ
で
あ
っ

予
算
を
伴
う
仕
事
は
目
次
に
具
体
的
仕
事
の
面

一

て
、
そ
の
た
め
に
は
、

下
一
一
一
十
一
年
度
予
算
の
忙
は
色
々
あ
る
が
目

F
一
同
各
人
が
自
ら
素
質
。

編
成
中
で
め
る
か
ら
い
の
最
も
犬
き
た
事
業
と

一

向
h
陀
努
め
る
三
と
。

守
れ
そ
の
上
で
明
示
す

L
て
は
、
建
設
中
の
火

一

同
各
人
が
積
極
的
に
仕

る
こ
と
医
す
る
が
、
取
力
発
電
所
工
事
が
ス
ム
一
事

α遂
行
に
努
め
る
三

ー
ド
ス
ト
u
d列
叫
オ
一

k
。
同
仕
事
を
行
う
に

れ
る
こ
と
に
市
一
当
つ
て
は
相
手
方
の
十

役
所
各
関
係
者

一

分
な
る
理
解
を
求
め
て

の
総
力
を
あ
け
一
行
う
こ
と
剛
末
端
行
政

て
あ
た
め
、
以

一

の
機
構
の
合
理
的
整
備

て
大
村
市
発
展

一

主
末
端
行
政
の
徹
底

の
基
礎
を
確
立
て
と
い
、
フ
こ
さ
で
あ
り
ま
す

し
度
い
と
思
、
フ
一
つ
ま
り
一
人
一
人
の
職
員

叉
市
立
病
院
D
一が
社
会
人
・
と
し
て
立
誠
に

第
一
一
期
工
事
を

一な
る
よ
う
常
陀
人
格
と
教

計
画
週
り
進
め

一養
の
向
上
に
心
が
け
る
。

て
市
民
の
隅
利
一そ
う
し
て
、
す
ぺ
て
の
仕

向
上

の
た
め
の
一
事
号
、
命
令
ぎ
れ
た
か
ら

健
康
管
理
を
十

一や
る
と
い
う
こ
と
注
し
に

分
行
い
得
る
よ

一自
ら
進
ん
で
や
る
よ
う
忙

う
在
設
備
を
a

こ

す
る
。
そ
う
す
れ
ば
自
然

自
も
早
く
と
さ

一
陀
仕
事
陀
対
す
る
興
味
も

退
職
金
;
・
勤
位
四
時
間
数
に

一赴
任
予
定
・
:
一
月
二
十
日
一

3
わ
ξ

・

肱
じ
支
給

一間
)
有
希
望
者
は
至
急
〈
二
式
後
、
市
瞥
野
球
掛
荷

作
業
衣
;
・
夏
、
各
共
倒
民胤ハ一

月
十
七
日
ま
で
)
大
村
公
一
ー
の
海
岸
ぎ
放
水
制
凶
献
を

赴
任
地
;
・
愛

叩
県

一共
職
業
安
定
所
r
k
h

岬
巾
込
行
い
、
引
捜
き
大
付
図

赴
任
放
費
:
金
額
会
社
負

λ
下
3
い

@

容

舘

前

か
ら
市
中
行
進

担

v
(

大
付
公
共
職
北
安
定
所
)
に
移
り
、
中
央
公
民
館

前
で
解
散
す
る
。

を
お
、
当
日
午
前
八
崎

一一

.0
分
に
演
習
召
集
刀

「
サ
イ
レ
シ

?一

を
吹
鳴

し
ま
す
。
ハ
市
同
課
消
防
係
)

祝
日
促
指
定
期
限
℃
す

制
脱
税
同
扇
分
は
早
〈
納
め
て
下
さ
い

明るく伸びる大村市
(税務課)

納況で

⑥
配
偶
者
が
精
神
ま
た
一
一
一
-
十
一
宇
十
a

一月
二
十
五

は
身
体
D
障
害
に
よ
り
一
回
か
ら
三
十
一
年
一
月

長
期
に
盛
っ
て
努
働
力
一
十
丘
日
ま
で

を
失
つ
℃
い
る
女
子
。
一
八
日
貸
付
右
中
清

⑦
配
偶
者
が
法
令
に
よ

一

貸
吋
申
請
乞
す
る
場
合

り
長
矧
に
わ
た
っ
て
拘

一

は
、
母
子
楢
祉
託
金
貸

禁
ヌ
れ
C
い
る
た
め
、
一
付
巾
請
書
£
戸
滞
謄
ド

そ
の
扶
養
を
受
け
る
こ
一
抄
ド
付
札
か
、
ま
た
そ

主
が
川
飛
な
い

K
子
。
一
れ
ん
、
)
資
金
に
必
要

③
婚
州
に
よ
ら
な
い
守

一
在
正
明
書
繍
を
添
え
て

母
と
な
っ
て
崎

正
熔
刷

一

申
清
6

る
こ
と
。

し
て
い
在
い
者
J

一A
利
子

③
問
偶
者
の
坐
死
が
明
一A
U

貸
付
盆
の
種
頬

一貸
付
金

に
つ
い
亡
は
指
躍

ら
か
で
な
い
も
の
。

二

、
生
業
資
金
ハ
五
万
円

一期
湖
中

t
騰
利
子
と
し
据

④
配
偶
者
か
ら
遺
乗
さ
一

以
内
d

一置
州
閣
経
過
後

は
年
三
分

れ
て
い
る
女
子
。

一

二

、
事
業
経
続
賞
金
ハ
三一

、
と
す
る
り

⑤
配
偶
者
が
海
外
に

b
一

万
円
以
内
J

一
ム
そ
O
他
詳
細
は
市
附

る
た
め
、
そ
の
扶
養
を

一三
、
修
業
資
金
〈
周
一
、
一
祉
事
務
所
に
お
附
合
ぜ

受
け
る
こ
と
が
仙
来
な

一

五

0
0円
以
内
ゾ

一

下
3
い
v
o

い
女
子
。

一ム
申
込
剃
閣

一

ハ
緬
一祉
事
務
川
d

婚
姻
関
係
と
司
様
の
事

情
に
あ
る
場
合
を
含
む

以
下
河
じ
》
を
し
て
い

た
い
も
の
。

@
離
婚
し
た
女
子
で
あ

っ
て
現
に
婚
畑
を
し
て

い
な
い
者
u



一
ト
っ
てい
か大
村
一
詳

f
u
l
l
y
-
u抗
日
付
o
J
火

語

辞

一

E
mu--一肌
一川
町
訂
正
一旧
工

一

明

日

間

一

一を

川

川

川

ぶ

川

一ξ

れい
村
山
口

ud引
川

寸

一

珂
仰
向
日
出
町
一
一んねん
日
明
円
町
ル一

!
ヨ
一
お
け
れ
れ
れ
い
一澗

新

た

に

事
業
か
京
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